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第６回 子どもの貧困対策情報交換会 

テーマ： 子どもの貧困対策：自治体の取り組み最前線 

プログラム 

総会 （13：00-13：30） 

2016 年度活動報告  2016 年度会計報告  2017 年度活動方針 

＊なお、時間が不足する場合は、活動方針等を閉会後の茶話会で議論したいと思いま

す。 

 

開場 （１３：３０） 

開会 （１４：００） 

１．開会挨拶 

２．報告１  大田区子どもの生活実態に関するアンケート調査と子どもの貧困対策 
「おおた子どもの生活応援プラン」 

石川里香さん／東京・大田区 福祉部子ども生活応援担当 
 
３．質疑応答・討論 
 
（休憩） 
 
４．報告２ ①沖縄県子ども調査と子どもの貧困対策「沖縄モデル」 

鈴木友一郎さん／沖縄県子どもの貧困対策有識者会議審議委員 
      ②全ての子どもたちに居場所を：南風原町の取り組み 

前城充さん／沖縄・南風原町 民生部子ども課長 
  
５．質疑応答・討論（全体討論も含む） 
 

閉会 （１７：００） 

 
閉会後 同会場で茶話会・交流会を行います  
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於：「なくそう！子どもの貧困」全国ネットワーク

平成29年6月17日

大田区福祉部子ども生活応援担当

大田区子どもの生活実態に関するアンケート調査と
子どもの貧困対策「おおた子どもの生活応援プラン」

～策定を通して見えた現状と課題～

大田区は ものづくりのまちでもあります

東京都

埼玉県

千葉県

神奈川県

山梨県
大田区

昭和22年3月
大森区と蒲田区が合併し
大田区が誕生

面積：60.75k㎡ （23区1位）
人口：720,518人（23区３位）

平成29年４月１日現在

大田区の位置について

商店街、グルメ、お祭りも楽しめます

ご挨拶 大田区のご紹介

地域力が区民の暮らしを支え、
未来へ躍動する国際都市 おおた

まちなかには 多くの銭湯があります

大田区は 羽田空港のあるまちです

平成29年3月、大田区は全国自治体初の
「国際都市おおた宣言」を行いました

導入 「子どもの貧困」とは何か？

～まずは、学ぶところからはじめました～
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報告１　大田区子どもの生活実態に関するアンケート調査と子どもの貧困対策「おおた子どもの生活応援プラン」



（参考）子どもたちの状況
大田区子どもの生活実態に関するアンケート調査報告書から

86.0 

86.3 

86.6 

5.6 

6.9 

4.9 

7.0 

5.4 

7.0 

1.4 

1.5 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）

＜子どもの生活実態アンケート調査報告書＞

自分が使うことのできるもちもの ゲーム機

格差が存在する中でも、社会のどのような人も

それ以下であるべきでない生活水準
※首都大学東京 阿部教授

導入 貧困とは何か

「相対的貧困」をどのように考えたらよいか？

※この生活水準は、衣食住だけでなく、

地域社会で必要なお付き合いができる水準

例） 冠婚葬祭の出席、学校行事への参加、

同窓会への出席・・・など

「貧困」という言葉からイメージされやすいもの

導入 貧困とは何か

「絶対的貧困」 ※世界銀行の定義より

・1日の生活コストが1.9ドル未満

家がない、食べ物がない、服や靴がない
など、 人間として最低限の生存を維持

することが困難な状態。

社会の一員としての存在価値を奪われていく

導入 影響はそれだけではない

「社会的排除」 につながるおそれ

人間関係が希薄になっていく

社会における仕組みから遠ざかっていく

助けを求める機会・相手を得られない

周囲が、気づき、手を差し伸べられない

（参考）子どもたちの状況
大田区子どもの生活実態に関するアンケート調査報告書から

63.1 

61.6 

64.2 

25.9 

28.6 

25.1 

9.4 

8.3 

9.1 

1.5 

1.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）

＜子どもの生活実態アンケート調査報告書＞

自分が使うことのできるもちもの けいたい電話

導入 貧困が子どもに及ぼす影響

貧困により、子どもの成長に必要な学び･経験、

人との関わりなどが限られるおそれ

例）学力、健康、体力、精神状況、友人関係など・・・

子どもの健全な育成のほぼすべての領域に

マイナスの影響を及ぼす
※首都大学東京 阿部教授

現在の「貧困」の捉え方

導入 貧困とは何か

「相対的貧困」

日本をはじめとする先進国では

「相対的貧困｣の視点で

貧困問題を捉える

～導入まとめ～

「未来」を築くためのプランに

子どもたちが輝かしい未来を築いていくために、

私たちが、

「子どもが生きるために必要な力」をはぐくみ、

「安心して暮らせる地域社会」を整え、

子どもたちに引き継いでいく必要がある
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「おおた 子どもの生活応援プラン」から

Ⅰ 子どもの貧困 大田区の考え方

・子どもと家庭の「今」を把握し、

Ⅰ-3 本プランの基本的考え方

まずは、子どもに視点を置いて取り組む

・すべての子どもが地域社会から

切り離されないような支援を実践する

＝社会的包摂

子どもたちの将来が

その生まれ育った環境によって

左右されることのないよう、

地域力を活かし

必要な環境整備と教育の機会均等を図り、

子どもたちが自分の可能性を信じて

未来を切り拓く力を身につけることをめざします。

Ⅰ-2 区のめざす姿

視点１ 「気づき・見守る」体制づくり

Ⅰ-3 本プランの基本的考え方

視点2 「切れ目のない支援」

視点3 「貧困の連鎖を断ち切る」

視点4 「総合的な対策を推進する」

Ⅰ-1 計画策定の背景と目的

区は、子どもの貧困問題を重く受け止め、

計画の策定を決定、取組を開始

【国の動き】
H26.1 子どもの貧困対策の推進に関する法律 施行
H26.8 子供の貧困対策に関する大綱 閣議決定

【都道府県の動き】
道府県…法に基づく計画の策定
都…28年度に4区市で実態調査を実施

社会的排除を解消するために

「社会的排除」「社会的包摂」

他者とのつながりを回復し、社会の

相互的な関係性の中に引き入れる

人には、社会での「役割」と

社会からの「承認」が必要

「基本的な生活に必要なものは何か」

「必要なものが満たされない状況が、

子どもにどのような影響を及ぼすのか」

生活のさまざまな場面ごとに捉えることが必要

Ⅰ-3 本プランの基本的考え方

家庭や本人の努力だけでは、改善が難しい課題も

子どもの貧困問題を

「地域共通の課題」として考える

Ⅱ 区の子どもの状況と課題

「おおた 子どもの生活応援プラン」から
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Ⅱ-1 生活実態の把握

実効性の高い計画とするために

子どもとその家庭の生活実態の把握
区民にもっとも身近な基礎自治体である区ができること

（参考）他自治体の先進事例では、各国の学者による
指標や考え方を参考に、アンケートを実施

例）世帯収入、所有する生活必需品、日常の生活状況、

学習状況、健康状態、その他

※大田区の実態調査もこの手法です

＜小５保護者アンケート＞ 子どもへの消費等について

「経済的にできない」と回答された割合

Ⅱ-2 区における子どもの生活状況

4.6

3.5

6.3

13.6

14.2

0% 5% 10% 15% 20%

毎月おこづかいを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事(音楽、スポーツ、習字など)に通わせる

学習塾に通わせる

１年に１回程度家族旅行に行く

(n=3,325)

＜小５保護者アンケート＞ お金が足りなくて

家族が必要とする食料や衣類が買えなかった経験

Ⅱ-2 区における子どもの生活状況

1.4 

2.3 

4.3 

5.0 

0% 2% 4% 6% 8% 10%

過去１年の間に、食料を買えないことがあった

過去１年の間に、衣類を買えないことがあった

よくあった ときどきあった

(n=3,325)

世帯収入のみで考えるのではなく、

「日常における生活のし難さ」に着目

Ⅱ-3 子どもの生活状況を踏まえて
－学識との協議より－

・世帯収入

・衣食住の場面で課題が生じている

・経済的理由で、子どもへの消費や

外出･体験などの機会が限られている

（再掲） 子どもの貧困が及ぼす影響

貧困により、子どもの生活に必要な学び･経験、

人とのかかわりが限られる恐れがある

例）学力、栄養状況、健康、体力、精神状況、

友人関係など・・・

子どもに及ぼす影響には、どのようなものがあるのか

子どもの健全な育成のほぼすべての領域に

マイナスの影響を及ぼす
※首都大学東京 阿部教授

家庭の経済状況は、さまざまな
分野に広く影響を及ぼしやすい

【本プランでの切り口】

子どもとその家庭における経済状況から
「子どもの貧困」を考えました

＜小５保護者アンケート＞子どもが日常的に必要なものが

経済的な理由のために「ない」と回答された割合

Ⅱ-2 区における子どもの生活状況

3.6

1.3

4.1

0% 2% 4% 6% 8% 10%

子どもの年齢に合った本

子ども用のスポーツ用品・おもちゃ

子どもが自宅で宿題をすることができる場所

(n=3,325)

＜小５保護者アンケート＞

経済的理由のために支払えなかった経験

Ⅱ-2 区における子どもの生活状況

3.7 

3.1 

2.9 

2.8 

2.6

0% 1% 2% 3% 4% 5%

電話料金

電気料金

ガス料金

水道料金

家賃

(n=3,325)

Ⅱ-4 区における「生活困難層」の定義

いずれの要素にも
該当しない世帯

非生活困難層
（79.0%）

３ 世帯収⼊
からみた困難

１ 家庭から
みた⽣活の困難

２ ⼦ども
からみた⽣活
の困難

3要素のいずれか
1つ以上に該当

生活困難層（21.0%）
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＜小５保護者アンケート＞

現在の暮らしの状況に関する認識

Ⅱ-4 区における「生活困難層」の定義

10.1 

37.1 

2.9 

27.5 

42.9 

24.2 

45.9 

16.5 

52.6 

12.5 

2.8 

16.6 

2.5 

0.2 

3.2 

1.5 

0.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無効回答（無回答・重複回答）

＜小5アンケート＞

「野菜」 「くだもの」 「肉か魚」の摂取状況

Ⅱ-6 （分析から） 子どもの状況

野菜を毎日食べる くだものを毎日食べる 

  

 

70.8 

58.8 

74.5 

0% 25% 50% 75% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

26.3 

18.7 

27.4 

0% 25% 50% 75% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

肉か魚を毎日食べる 

 

61.0 

51.6 

64.5 

0% 25% 50% 75% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

子どもの医療機関の受診（受診させなかった理由）

Ⅱ-5 （分析から）保護者（家庭環境）の状況

0.6 

3.1 

18.6 

1.3 

43.1 

13.2 

0.9 

13.8 

5.3 

1.2 

8.1 

14.0 

2.3 

43.0 

12.8 

3.5 

14.0 

1.2 

0.0 

1.2 

21.3 

0.6 

44.4 

14.8 

0.0 

11.2 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公的医療保険に加入しておらず、医療費の

支払いができなかったため

費用がかかると思っていたため

子ども本人が受診したがらなかったため

医療機関まで遠かったため

多忙だったため

子どもの体調などで後回しにしていたら受診

の機会を逃したため

自分の健康状態が悪かったため

どれにもあてはまらない

無効回答（無回答・重複回答）

全体(n=318)

生活困難層(n=86)

非生活困難層(n=169)

最も多い回答は
「多忙」

Ⅱ-7 調査結果から見えた課題

生活困難の状況

保護者の生活

子どもの生活

子どもの
孤立状況

学力・
キャリア形成

生活習慣

仕事と家庭の両立 情報の不足・孤立相談相手の不在

＜小５保護者アンケート＞ 相談相手・頼れる人の有無

Ⅱ-5 （分析から）保護者（家庭環境）の状況

5.7 

13.4 

4.0 

9.7 

17.1 

8.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人（家族、友人、親戚、同僚など）がいない

お子さんが病気のときや、ご自身の用事のとき等に、頼れる親族や友人などがいない

＜小5アンケート＞

自己肯定感（自分は価値のある人間だと思う）

Ⅱ-6 （分析から） 子どもの状況

11.2 

14.7 

9.9 

27.7 

32.1 

26.4 

36.5 

33.4 

37.8 

21.8 

16.5 

24.0 

2.8 

3.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

思わない あまり思わない 思う とても思う 無効回答（無回答・重複回答）

＜小5アンケート＞

学力・学習に関する状況（学校の授業がわかるか）

Ⅱ-6 （分析から） 子どもの状況

0.8 

2.0 

0.3 

2.5 

4.6 

1.6 

4.6 

7.4 

3.9 

7.9 

14.1 

5.9 

0% 5% 10% 15%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層 (n=2,020)

ほとんどわからない わからないことが多い あまりわからない

Ⅲ プラン推進のために

～課題への対応～

～区の役割、地域の役割を考える～

7



Ⅲ-1 課題に対応するための施策の柱

３つの柱で子どもとその家庭（保護者）を支援

12,507 

12,853 

12,643 

13,074 

12,395 

12,677 

0円 5000円 10000円 15000円

子どもの昼食代、夕食代、おやつ代

（外食含む）

「0円」の回答を除いた平均値

全体(n=2,493)、「0円」の回答を除く全体（n=2,426)

生活困難層(n=455)、「0円」の回答を除く生活困難層(n=440)

非生活困難層(n=1,659)、「0円」の回答を除く非生活困難層(n=1,622)
例） 栄養・健康面に問題はないか？

Ⅲ-2 様々な視点から考え続ける姿勢をもつ
例2）大田区子どもの生活実態に関する

アンケート調査報告書から

Ⅲ-2 様々な視点から考え続ける姿勢をもつ

例１） 「見えにくい」理由を考えてみる

生活保護を受けていることを「他人に言ってはいけない」

「（家計が厳しい状況を）子どもには話していない」

お金が足りないことを周囲の人に
気づかれないようにする

多少の無理や我慢をしても、携帯・スマホは所有
お友達とレベルを合わせて付き合う ・・・など

「見せない」という心も受け止める

Ⅲ-２ 区のとりくみ

福祉部（当課）における現在の取組状況

・調査の分析を継続、各部局への情報提供

・地域資源基礎調査を実施

・地域ネットワークの構築支援

・意識啓発活動
（区民向け） 「出前講座」による啓発・意見交換
（職員向け） 各種会議の席を活用した周知・説明
職員研修（全職員向け）、職場研修

Ⅲ-1 課題に対応するための施策の柱

３つの柱に関連する事業は、約130事業

（H29.4現在）

・従来の事業に「子どもの貧困」の
視点を加え、必要な改善を図る

・庁内各部局で連携し、取組を実施

・国･都との連携を強化

1,290 

2,277 

1,950 

3,275 

1,117 

1,982 

0円 1000円 2000円 3000円 4000円

（このお子さんの）携帯・スマートフォンの代金

「0円」の回答を除いた平均値

全体(n=2,673)、「0円」の回答を除く全体（n=1,514)

生活困難層(n=472)、「0円」の回答を除く生活困難層(n=281)

非生活困難層(n=1,750)、「0円」の回答を除く非生活困難層(n=986)例）保護者と子どものかかわりはどうか？

Ⅲ-2 様々な視点から考え続ける姿勢をもつ
例2）大田区子どもの生活実態に関する

アンケート調査報告書から

5,321 

5,447 

5,329 

5,578 

5,235 

5,327 

0円 2000円 4000円 6000円

子どもの服・靴

「0円」の回答を除いた平均値

全体(n=2,710)、「0円」の回答を除く全体（n=2,647)

生活困難層(n=469)、「0円」の回答を除く生活困難層(n=448)

非生活困難層(n=1,798)、「0円」の回答を除く非生活困難層(n=1,767)

Ⅲ-2 様々な視点から考え続ける姿勢をもつ
例2）大田区子どもの生活実態に関する

アンケート調査報告書から

例）家計で圧迫されている部分はないか？

Ⅲ-２ 区のとりくみ

各部局における現在の取組状況・考え方

学校の補習教室の強化
（教育委員会／学力・経験）

情報が届きにくい家庭状況を分析、
改善に向けた検討 （健康政策部／生活･健康）

子どもの貧困対策との整合性を図りながら
「おおた子ども子育てかがやきプラン」を中間見直し

（こども家庭部／生活･健康、居場所･包摂）
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Ⅲ-３ 地域（区民）の役割を考える

＜小５子どもアンケート 友達に好かれていると思う＞

5.4 

7.6 

4.1 

17.3 

20.2 

16.2 

46.2 

46.8 

46.6 

28.1 

23.0 

30.1 

3.0 

2.4 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

そう思わない あまり思わない そう思う とてもそう思う 無効回答（無回答・重複回答）

Ⅲ-３ 地域（区民）の役割を考える

心の土台となる自己肯定感

関心を持つ
大切にする
傾聴する
受容する
赦す（ゆるす）
共感する

心の土台となる
自己肯定感

（参考）小田川華子首都大学東京子ども・若者貧困研究センター特認研究員資料

Ⅲ-３ 地域（区民）の役割を考える

子どもの自己肯定感の低下を防ぐもの

（１）良好な親子関係
フレイザーら2009

（２）思いやりのある大人の存在
フレイザーら2009、志水2014など

貧困による自己肯定感への悪影響を
緩和する働きをするといわれています

（参考）阿部彩首都大学東京教授資料２０１５

結び 子どもを包摂する地域社会をめざして

地域の皆様の さまざまな活動は、
子どもたちの成長にもつながっていること

Ⅲ-３ 地域（区民）の役割を考える

＜小５子どもアンケート
自分は家族に大事にされていると思う＞

60.3 

54.2 

63.2 

28.8 

30.8 

27.4 

6.6 

10.0 

5.8 

2.1 

2.4 

1.9 

2.2 

2.6 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無効回答（無回答・重複回答）

「自分は受け入れられている」という実感は
行政サービスだけでは満たせない

Ⅲ-４ まとめ 区と地域（区民）の役割

・子どもに最も近い
最前線職員の「気づき」

・最前線職員をサポート
する庁内体制

・部局間連携を強化し、
困難を抱える家庭を支援

・民間活動の支援

行 政

・子どもを地域で育てる

・子どもたちとは
「おしゃべりできる関係」に

・子どもたちの「ありのまま」
を受け止めてあげる

・得意なことを活かした
支援

地 域

（参考）小田川華子首都大学東京子ども・若者貧困研究センター特認研究員資料

Ⅲ-３ 地域（区民）の役割を考える

「褒められた子 へこたれない大人に」
H29.5.4 読売新聞

・子どものころに周囲に褒められた経験が多い人ほど、
大人になってからも困難な状況に直面してもへこたれない
傾向にある
・「褒められた経験」と同時に「厳しく叱られた経験」も

多ければ、より「へこたれない」傾向が見られた

（（独）国立青少年教育振興機構調査から）

子どもには、自分を認め、
受け入れてくれる「人」の存在が必要

地域の皆様と手を携えて、
子どもも大人も笑顔あふれる
地域社会をめざしてまいります
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  以
下
の
子
ど
も
と
の
経
験
や
消
費
行
動
、
所
有
物
に
関
す
る

項
目
に
関
し
て
、
経
済
的
な
理
由
で
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る

項
目
が
３
つ
以
上
あ
る
と
回
答
し
た
世
帯

①
海
水
浴
に
行
く

②
博
物
館
・
科
学
館
・
美
術
館
な
ど
に
行
く

③
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
行
く

④
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
劇
場
に
行
く

⑤
毎
月
お
小
遣
い
を
渡
す

⑥
毎
年
新
し
い
洋
服
・
靴
を
買
う

⑦
習
い
事
（
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
習
字
等
）
に
通
わ
せ
る

⑧
学
習
塾
に
通
わ
せ
る

⑨
１
年
に
１
回
程
度
家
族
旅
行
に
行
く

⑩
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る

⑪
正
月
の
お
年
玉
を
あ
げ
る

⑫
子
ど
も
の
年
齢
に
合
っ
た
本
が
あ
る

⑬
子
ど
も
用
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
お
も
ち
ゃ
が
あ
る

⑭
子
ど
も
が
自
宅
で
宿
題
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る

●
大

田
区
に

お
け
る

子
ど
も
の

置
か

れ
た

状
況
を

把
握
し
、
よ

り
効

果
的
な

施
策
を

推
進

す
る

計
画

を
策
定

す
る
た
め

、
以
下

の

と
お

り
調
査

等
を
実

施
し
ま
し

た
。

■
「

大
田
区

子
ど
も

の
生
活
実

態
調

査
」

期
間
：

平
成

年
月

日
～

月
日

対
象
：

大
田
区

立
小
学
校

の
５

年
生

と
そ
の

保
護
者
／

学
校

に
て

配
布
・

回
収

回
収

率
：

■
「

大
田
区

ひ
と
り

親
家
庭
の

生
活

実
態

に
関
す

る
調
査
」

期
間
：

平
成

年
月

日
～

月
日

対
象
：

児
童
育

成
手
当
受

給
世

帯
の

保
護
者

名
（

無
作
為

抽
出
）

／
郵
送

回
収
率

：

■
区

内
施
設

・
関
係

団
体
へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ

訪
問

先
：

か
所

（
保
育

園
、

学
校

、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
等

）

計
画

策
定

の
た

め
の

実
態

把
握

●
「

衣
・
食
・
住

」
の

基
本
的

な
生

活
の

場
面
で

課
題
が
生

じ
て

い
る

家
庭
や

、
経

済
的

な
理

由
で

子
ど
も

に
関
す
る

消
費

や
外

出
・

体
験

等
の
機

会
が
限

ら
れ
て
い

る
家

庭
に

お
い
て

、
生
活
困

難
の

度
合

い
が
よ

り
高
い
の

で
は

な
い

か
と
考

え
ま
し
た

。

●
上

記
「

大
田

区
子
ど

も
の
生

活
実

態
調

査
」
の
結

果
を
基

に
、
以

下
の

３
つ
の

要
素
に

着
目

し
、
こ

れ
ら
の

う
ち
い

ず
れ

か
１

つ

以
上

に
該
当

す
る
場

合
を
「
生

活
困

難
層

」
、
い

ず
れ

の
要

素
に

も
該

当
し
な

い
場
合
を
「

非
生

活
困

難
層

」
と

分
類

し
ま

し
た

。

●
そ

の
結
果

、
の

世
帯

が
「

生
活

困
難
層

」
に
該
当

し
ま

し
た

。

大
田

区
に

お
け

る
「

生
活

困
難

層
｣の

定
義

非
生
活
困
難
層

％
（
全
体
か
ら生

活
困
難
層
を
除
い
た
部
分
）

  以
下
の
７
項
目
に
関
し
て
、
過
去
１
年
間
に
買
え
な
か
っ
た
経

験
、
支
払
え
な
か
っ
た
経
験
が
１
つ
以
上
あ
る
と
回
答
し
た
世
帯

 ①
食
料

②
衣
類

③
電
話
料
金

④
電
気
料
金

⑤
ガ
ス
料
金

⑥
水
道
料
金

⑦
家
賃

 ※
①
食
料
②
衣
類
は
「
よ
く
あ
っ
た
」「

と
き
ど
き
あ
っ
た
」
の
い
ず
れ
か

の
場
合

要
素

１
：

家
庭

か
ら

み
た

生
活

の
困

難

要
素

２
：

子
ど

も
か

ら
み

た
生

活
の

困
難

  公
的
年
金
や
社
会
保
障
給
付
を
含
め
た
世
帯
の
総
収
入
に
関
し

て
、
世
帯
人
数
を
ふ
ま
え
て
算
出
し
た
額
が
一
定
水
準
未
満

※
と
み

な
さ
れ
る
世
帯

 ※
一
定
水
準
未
満
と
は
、
厚
生
労
働
省
「
平
成

年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

（
所
得
は

年
値
）
の
所
得
金
額
の
中
央
値
を
平
均
世
帯
人
数
で
除
し
た
値

の
％
で
あ
る
等
価
世
帯
所
得

万
円
未
満
を
採
用
。
な
お
、
個
々

の
サ
ン
プ
ル
で
等
価
可
処
分
所
得
を
計
算
し
、
中
央
値
の

％
と
し
て
求
め

る
貧
困
線
の
基
準
と
は
完
全
に
一
致
し
な
い
点
に
留
意
。

要
素

３
：

世
帯

収
入

か
ら

み
た

困
難

１
家
庭
か
らみ

た
生
活
の
困
難

２
子
ども

か
ら

み
た
生
活
の
困
難

３
世
帯
収
入

か
らみ

た
困
難

１
２

３
生
活
困
難
層

％
の
世
帯
が
該
当

                                          

●
ま

ず
は
子

ど
も
に

視
点
を
置

き
、

以
下

の
４
つ

の
視
点
で

、
生

活
実

態
を
踏

ま
え
た
支

援
展

開

を
行

い
ま
す

。

≪
４

つ
の
視

点
≫

家
庭

・
学

校
・
地

域
・
行

政
が
「

気
づ

き
・

見
守

る
」

体
制

を
つ
く

る

妊
娠
期

か
ら
高

校
卒
業

時
の

進
路

決
定
ま

で
を
「

切
れ

目
の

な
い

支
援

」
で

つ
な

ぐ

自
己
肯

定
感
の

育
成
と

自
立

の
支

援
に
よ

り
「

貧
困

の
連

鎖
を

断
ち

切
る

」

子
ど

も
た

ち
の
未

来
を
拓

く
力

を
育

む
た
め

の
「

総
合

的
対

策
を

推
進

」
す

る

●
「

地
域
共

通
の
課

題
」
と
し

て
、

区
民

（
地
域

住
民
）
、

地
域

活
動

団
体
、

企
業
・
事

業
者

と
積

極
的
に

連
携
を
図

り
ま

す
。

●
地

域
に
お

い
て
は

、
す
べ
て

の
子

ど
も

た
ち
が

地
域
社
会

か
ら

切
り

離
さ
れ

な
い
よ
う

、
社
会

的
に

包
み

込
む

よ
う

な
支

援
（

＝

「
社

会
的

包
摂

」
）

を
実

践
し

ま
す

。

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成

年
時
点
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は

％
、
約
６
人
に
１

人
の
子
ど
も
が
相
対
的
貧
困
の
状
態
に
あ
り
、
先
進
国
の
中
で
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
田
区
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
未
来
を

切
り
拓
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
「
お
お
た

子
ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン
（
大
田
区
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る

計
画
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

お
お
た
子
ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン

（
大
田
区
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
計
画
）
【
普
及
版
】

 

大
田
区
の
め
ざ
す
姿

子
ど

も
た

ち
の

将
来

が
そ

の
生

ま
れ

育
っ

た
環

境
に

よ
っ

て
左

右
さ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

地
域

力
を
活

か
し

必
要

な
環
境

整
備

と
教

育
の

機
会

均
等

を
図

り
、

子
ど

も
た

ち
が

自
分

の
可

能
性
を

信
じ

て
未

来
を

切
り

拓
く
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。

「
貧

困
」
は

、
所

得
水

準
が

低
い

な
ど

金
銭

的
・
物

質
的

な
資

源
の

欠
如

を
表

す
概

念
で

あ
り

、
今

日
に

お
い

て
も

物
質

的
な

貧
困

の
解

消

は
重

要
な

課
題

で
す

が
、
近

年
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

で
は

、
従

来
の

貧
困

の
概

念
を

よ
り

広
く

と
ら

え
深

く
掘

り
下

げ
た
「

社
会

的
排

除
」

）
と

い
う

概
念

が
、
社

会
政

策
の

考
え

方
の

主
流

と
な

り
つ

つ
あ

る
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
「

社
会

的
排

除
」
と

い
う

概
念

は
、

従
来

の
貧

困
の

考
え

方
を

よ
り

革
新

し
、
資

源
の

不
足

そ
の

も
の

だ
け

を
問

題
視

す
る

の
で

は
な

く
、
そ

の
資

源
の

不
足

を
き

っ
か

け
に

、
徐

々

に
、
社

会
に

お
け

る
仕

組
み

か
ら

脱
落

し
、
人

間
関

係
が

希
薄

に
な

り
、
社

会
の

一
員

と
し

て
の

存
在

価
値

を
奪

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

問
題

視

す
る

も
の

で
あ

り
、
社

会
の

中
心

か
ら

、
外

へ
外

へ
と

追
い

出
さ

れ
社

会
の

周
縁

に
押

し
や

ら
れ

る
と

い
う

意
味

で
「

社
会

的
排

除
」
と

い
う

言
葉

が
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

一
方

で
、
「

社
会

的
包

摂
」
は
、
「

社
会

的
排

除
」
の

解
消

を
表

す
言

葉
で

あ
り

、
貧

困
や

失
業

な
ど

様
々

な
事

情
を

背
景

に
、
社

会
か

ら

結
果

的
に

排
除

さ
れ

て
い

る
人

々
の

他
者

と
の

つ
な

が
り

を
回

復
し

、
社

会
の

相
互

的
な

関
係

性
の

中
に

引
き

入
れ

て
い

こ
う

と
い

う
考

え
方

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、
家

庭
、
地

域
社

会
、
職

場
の

機
能

を
再

生
す

る
こ

と
に

加
え

、
様

々
な

領
域

に
わ

た
る

問
題

が
複

雑
に

絡
ん

で
自

分

の
力

の
み

で
は

必
要

な
支

援
策

に
た

ど
り

着
く

こ
と

が
困

難
な

人
に

対
し

て
は

、
そ

の
方

の
抱

え
る

問
題

を
全

体
的
・
構

造
的

に
把

握
し

た
上

で
、

当
事

者
本

位
の

個
別

的
、

継
続

的
、

包
括

的
な

支
援

を
行

う
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

（
平
成

年
版

厚
生
労
働
白
書
よ
り
引
用
）

「社
会
的
包
摂
」と
は

 

大
田

区
の

基
本

的
考

え
方
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子
ど
も
や
そ
の
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
場
面
で
の
困
難
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
地
域
で
活
動
す
る
多
様
な
分
野
の
関
係
者
が
横
断
的
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

区
は
、
庁
内
は
も
と
よ
り
国
・
東
京
都
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
代
表
や
有
識
者
を
含
め
た
多
様
な
関
係

者
に
よ
り
構
成
す
る
「
（
仮
称
）
お
お
た

子
ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
本
計
画
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
区
民
や
地
域
活
動
団
体
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
包
み
込
む
よ

う
な
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 
                          

 計
画
の
初
年
度
と
な
る
平
成

年
度
は
、
本
プ
ラ
ン
の
目
的
や
内
容
を
周
知
す
る
た
め
の

意
識
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
特
別
出
張
所
管
轄
単
位
で
の
出
前
講
座
も
実
施
し
ま
す
。

 
    

計
画

の
推

進

新
規
参
入
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り

関
係
機
関

個
人

団
体

交
流
・
協
力

個
人

団
体

課
題

複
合
化
し
た
課
題
へ
の
連
携
解
決

団
体 窓
口

仮
称

お
お
た

子
ど
も
の
生
活
応
援
プ
ラ
ン
推
進
会
議

（
学
識
・
関
係
機
関
・
地
域
代
表
等
）

取
組
状
況
の
検
証
・
提
言
等

要
支
援
家
庭
等
対
策
委
員
会
（
関
係
部
局
）

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
・
課
題
解
決
機
能

各
窓
口
の
情
報
共
有
・
連
携
体
制
の
構
築

区
と
活
動
団
体
が
連
携
し
、
互
い
の
強
み
を
活
か
し
て
取
り
組
み
、
課
題
解
決
に
努
め
ま
す

◆
◆
◆
総
合
窓
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
◆
◆
◆

●
区
が
関
与
す
べ
き
課
題
を
一
義
的
に
受
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能

●
地
域
活
動
団
体
・
個
人
の
包
摂
的
活
動
を
下
支
え
す
る
役
割
を
担
う

●
各
部
局
同
士
の
関
係
窓
口
の
つ
な
ぎ
体
制
支
援

総
合
窓
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

窓
口

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

参
加
へ
の
働
き
か
け

現
状

団
体

団
体

個
人

●
交
流
・
情
報
共
有
の
場
の
提
供
（
団
体
間
の
つ
な
ぎ
体
制
に
寄
与
）

●
区
事
業
案
内
・
情
報
提
供
（
相
談
者
対
応
の
円
滑
化
に
寄
与
）

●
活
動
団
体
紹
介
・

な
ど
の
広
報
（
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
）

●
深
刻
な
相
談
案
件
に
関
す
る
協
力
（
複
合
化
し
た
課
題
解
決
に
寄
与
）

団
体

交
流
支
援

区

活
動
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
区
が
支
援

団
体
・
個
人
間
の
交
流
・
連
携
体
制
構
築
を
支
援

将
来
イ
メ
ー
ジ

≪問
合
先
≫

大
田
区
福
祉
部
福
祉
管
理
課

電
話

Ｆ
Ａ
Ｘ

                                            大
田
区
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
課
題
を
次
の
よ
う
に
整
理
し

ま
し
た
。

調
査

結
果

か
ら

見
え

た
課

題

次
世
代
の
貧
困

子
ど
も
の
学
力
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
関
す
る
課
題

子
ど
も
の
日
常
生
活
に

関
す
る
課
題

子
ど
も
の
孤
立
の
状
況
に

関
す
る
課
題

保
護
者
の
日
常
生
活

に
関
す
る
課
題

生
活
困
難
の
状
況

物
質
的
・
経
済
的
困
難

体
験
・
経
験
な
ど
の
機
会
の
喪
失

就
業
の
困
難

家
事
・
育
児
・
仕
事
の

両
立
の
困
難

情
報
の
不
足

相
談
相
手
・
頼
れ
る

相
手
の
不
在

保
護
者
の
孤
立
化

保
護
者
の
教
育
に

対
す
る
関
与
不
足

学
習
・
進
学
に
関
す
る

資
源
の
不
足

不
十
分
な
学
習
環
境

学
力
・
学
習
意
欲
の
低
下

医
療
・
衛
生
環
境
の
不
備

生
活
習
慣
の
乱
れ

成
長
に
必
要
な
栄
養
の
不
足
・
偏
り

健
康
状
態
の
悪
化

子
ど
も
へ
の
ケ
ア
の
不
足

対
人
関
係
の
つ
ま
ず
き

不
登
校

子
ど
も
の
孤
立
化

施
策

展
開

柱
①

「
経

験
・

学
力

」

子
ど
も
た
ち
に
、
良
好
な
学
習
環
境
と
多
様
な
体
験
や
経

験
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

学
び
と
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
意
欲
を
、
将
来
の

夢
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

柱
②

「
生

活
・

健
康

」

暮
ら
し
に
必
要
な
環
境
を
整
え
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

子
ど
も
と
保
護
者
の
心
身
の
健
康
を
支
え
、
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
力
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

柱
③

「
居

場
所

・
包

摂
」

子
ど
も
と
そ
の
親
が
安
ら
げ
る
居
場
所
や
、
社
会
と
つ
な

が
り
を
持
て
る
場
を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
ま

す
。
自
分
を
受
け
入
れ
、
他
人
を
認
め
ら
れ
る
温
か
い
心

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
把
握
し
た
課
題
に

対
し
、
「
経
験
・
学
力
」
「
生
活
・
健
康
」
「
居
場
所
・
包
摂
」

の
３
つ
の
柱
に
よ
る
支
援
が
特
に
重
要
と
考
え
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
実
効
性
の
高
い
施
策
を
展
開
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
未
来
を
切
り
拓
く
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
・
家
庭

子
ど
も

家
庭

地
域
社
会

柱柱
経
験
・
学
力

柱柱
生
活
・
健
康

柱柱
居
場
所
・
包
摂
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レジュメ                                            なくそう子どもの貧困全国ネット 

2017.6．17 

「沖縄の子どもの貧困対策」 

～沖縄モデルへの構築に向けて～ 

 

①前提として押さえたいこと「沖縄の子どもの貧困」 

  ⑴全国的課題 

⑵沖縄の歴史的：地域性からなる課題 

 

②調査に至った経緯 

⑴貧困ネットを通じた繋がり 

⑵知事の同問題に対する意志（2015 初頭：重点施策への決意・計画策定） 

⑶県議会・行政への働きかけ 

⑷年度末に急遽、予算化（2015 年 3 月議会） 

⑸研究者を揃えられた 

 

＊沖縄大学名誉教授：加藤彰彦さんが 2002 年より、子ども現場のネットワークづくりを行い、沖縄の子ども

の課題を社会や行政に発信してきた。その基礎が前提にある 

 

③2015 年 5 月より、民間主導で子どもの居場所づくりが開設され、全県的に広がる 

（沖縄市ももやま子ども食堂を皮切りに…） 

 

③調査が施策に反映された点 

⑴沖縄県子どもの貧困対策基本計画策定 

（県 30 億円基金創設＝就学援助、就学援助普及へのＣＭ放送、学童保育助成等） 

 

④内閣府沖縄振興局 沖縄子どもの貧困対策モデル 6 カ年事業創設（2016 年度） 

  子どもの居場所事業・子どもの寄り添い支援事業（1 カ年 10 億円） 

 

⑤その後の動き 

（県民会議結成、民間の基金発足－タイムス、新報等を窓口に団体への助成、県議会＝子どもの貧困対

策特別委員会設置、子どもの貧困対策有識者会議設置） 

 

⑥課題の整理と方向性 

何が必要になるのか？（提起） 

   ＊沖縄の子どもの貧困の歴史的構造的課題を踏まえ、沖縄モデルへの模索 

 
 
 

沖縄市こども施策研究会 鈴木 
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報告２-①　沖縄県子ども調査と子どもの貧困対策「沖縄モデル」



２
子

ど
も
の

貧
困

対
策

の
主

な
取

組
に
つ
い
て

⑴
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
金
を
財
源
と
す
る
事
業

・
・
・
・
・
・

２
頁

⑵
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
（
内
閣
府
事
業
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

６
頁

⑶
子
育
て
総
合
モ
デ
ル
支
援
事
業
（
一
括
交
付
金
事
業
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１
４
頁

⑷
平
成
2
9
年
度
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
係
る
当
初
予
算
の
概
要
・
・
・
・
・
・

１
５
頁

⑸
沖
縄
子
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
６
頁

１
平

成
２
８
年

度
予

算
額

２
市

町
村

へ
の

交
付

金
３

平
成

２
８
年

度
事

業
内

容
（
交

付
金

）
４

平
成

２
８
年

度
事

業
内

容
（
県

事
業

）

１
子

供
の

貧
困

対
策

支
援

員
の

配
置

、
子

ど
も
の

居
場

所
の

運
営

支
援

２
子

供
の

貧
困

緊
急

対
策

事
業

支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
事

業
３

県
立

学
校

の
居

場
所

づ
く
り
運

営
支

援
事

業
４

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

１
沖

縄
子

ど
も
の

未
来

県
民

会
議

に
つ
い
て

２
子

ど
も
の

貧
困

解
消

に
向

け
た
県

民
会

議
の

目
標

３
沖

縄
子

ど
も
の

貧
困

解
消

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

４
子

ど
も
の

未
来

支
援

事
業

（
子

ど
も
に
寄

り
添

う
給

付
型

奨
学

金
事

業
）

５
県

民
会

議
普

及
啓

発
イ
ベ
ン
ト
事

業
６

子
ど
も
の

未
来

支
援

事
業

（
子

ど
も
食

堂
及

び
フ
ー
ド
バ

ン
ク
等

支
援

事
業

）
７

寄
付

及
び
サ

ポ
ー
タ
ー
の

ご
案

内

沖
縄

県
子

ど
も
の

貧
困

対
策

計
画

概
要

に
つ
い
て

１
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
に
つ
い
て

２
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
主
な
取
組
に
つ
い
て

平
成
2
9
年
3
月

「
な
く
そ
う
子

ど
も
の

貧
困

」
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
2
0
1
7
.6
．
1
7

第
6
回

子
ど
も
の

貧
困

対
策

―
自

治
体

の
取

り
組

み
最

前
線

資
料

⑴
１

沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
⾦
を
財
源
と
す
る
事
業
【
平
成
28
年
度
予
算
額
】

3

平
成
28
年
度
予
算
額
（
９
⽉
補
正
）
︓
２
億
7,
12
2万

3千
円

(内
訳
）

１
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
⾦
事
業

2億
6,
01
2万

5千
円

２
就
学
援
助
制
度
周
知
広
報
事
業

1,
10
9万

8千
円

①
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
市
町
村
⽀
援
事
業
(２
億
2,
63
3万

7千
円
）

②
⼦
ど
も
の
貧
困
施
策
分
析
・
評
価
事
業
(5
0万

6千
円
）

③
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
普
及
・
啓
発
事
業
(5
00
万
円
）

④
妊
娠
期
か
ら
の
つ
な
が
る
仕
組
み
調
査
検
討
事
業
(1
,1
65
万
7千

円
）

⑤
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
横
断
的
な
⽀
援
メ
ニ
ュ
ー
周
知
事
業
(1
,6
62
万
5千

円
）

１
就
学
援
助
の
充
実
を
図
る
事
業

27
市
町
村

１
億
7,
00
1万

５
千
円

２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
⽤
料
負
担
軽
減
を
図
る
事
業

９
市
町
村

1,
16
7万

１
千
円

３
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
市
町
村
単
独
事
業

16
市
町
村

3,
32
1万

８
千
円

４
国
庫
補
助
事
業
を
活
⽤
し
、
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
事
業

4市
町

38
9万

９
千
円

５
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
事
業
実
施
に
必
要
な
臨
時
・
⾮
常
勤
職
員
等
の
配
置

7市
町

58
5万

円

合
計

31
市
町
村

２
億
2,
46
5万

３
千
円

⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
交
付
⾦

「
①
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
市
町
村

⽀
援
事
業
」
２
億
2,
63
3万

7千
円
の
う
ち
、
２
億
2,
46
5万

３
千

円
は
市
町
村
へ
の
交
付
⾦

2

沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
の
概
要

（
平

成
28

年
３

月
計

画
策

定
計

画
期

間
：

平
成

28
年

４
月

か
ら

平
成

34
年

３
月

ま
で

の
６

年
間

）

⑴
子

ど
も
の

ラ
イ

フ
ス
テ

ー
ジ

に
即
し

て
総

合
的
な

施
策

を
実

施
。

⑵
貧

困
の
世

代
間

連
鎖
を

断
ち

切
り
、

次
世

代
の
沖

縄
を

担
う

人
材

育
成

策
と

し
て

取
り
組

む
。

⑶
教

育
の
支

援
に

お
い
て

は
、

学
校
を

子
ど

も
の
貧

困
対

策
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
位
置

付
け

、
総
合

的
に

対
策
を

推
進

。

⑷
保

護
者
に

対
し

て
は
、

生
活

の
支
援

、
就

労
の
支

援
、

経
済

的
支

援
な

ど
の

充
実

に
取
り

組
む

。
⑸

県
民

運
動

と
し

て
展
開

。

●
計

画
を

策
定

す
る

社
会

背
景

と
し

て
、

日
本

の
子

ど
も

の
貧

困
率

の
上

昇
、

子
ど
も

の
育

ち
や

子
育

て
を

め
ぐ

る
社

会
的
、

経
済

的
な

環
境
変

化
が

あ
る

。
●

子
ど

も
の

貧
困

対
策

は
、

幅
広

い
主

体
の

参
画

、
ラ

イ
フ

ス
テ
ー

ジ
に

沿
っ

た
切
れ

目
の

な
い

総
合

的
な

支
援

、
地

域
の
実

情
に

即
し

た
社
会

全
体

の
取

組
が
必

要
で

あ
る

た
め
、

沖
縄

県
に

お
け

る
子

ど
も
の

貧
困

の
実
態

を
明

ら
か
に

し
、

子
ど
も

の
貧

困
対
策

の
基

本
方
向

を
定

め
る
計

画
を

策
定
す

る
。

●
基

本
理

念
：

社
会

の
一

番
の

宝
で

あ
る

子
ど

も
た

ち
の

将
来

が
そ

の
生

ま
れ

育
っ
た

環
境

に
よ

っ
て

左
右

さ
れ

る
こ

と
な
く

、
夢

や
希

望
を
持

っ
て

成
長

し
て
い

け
る

社
会

の
実
現

を
目

指
す

。

計
画
策

定
の

趣
旨
、

基
本

理
念

１

基
本
方

向
２

指
標
及

び
目

標
値

（
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
設
定
）

４

●
乳

幼
児

健
康

診
査

の
受

診
率

乳
児

89
.2
％

（
H2

5）
⇒

95
.0
％

（
H3

1）
●

乳
児

全
戸

訪
問

事
業

に
お

け
る

訪
問

率
83

.0
％

（
H2

5）
⇒

92
.0
％

（
H３

３
）

●
養

育
支

援
訪

問
事

業
の

実
施

市
町

村
数

17
市

町
村

（
H２

５
）

⇒
２

２
市

町
村

（
H３

３
）

な
ど

３
４
の

指
標

及
び
目

標
値

と
９
つ

の
参

考
指
標

を
掲

載

指
標

の
改

善
に

向
け

た
当
面

の
重

点
施
策

５

現
状
と

課
題

（
貧
困
の
状
況
、
生
活
や
成
長
に
及
ぼ
す
影
響
）

３

⑴
支
援
の
対
象
と
な
る
貧
困
状
態
で
暮
ら
す
子
ど
も

複
数
の
指
標
を
用
い
現
状
を
把
握

⑵
沖
縄
県
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況

・
就
学
援
助
率

19
.6
5％

（
H2

5）
全
国

15
.4
2％

（
H2

5）
・

子
ど
も
の
貧
困
率

29
.9
％
（

H2
6）

全
国

16
.3
％
（

H2
4）

⑶
生
活
や
成
長
に
及
ぼ
す
影
響

・
10

代
婚
姻
率
（

H2
5）

6.
6％

全
国

3.
4％

全
国
１
位

・
10

代
出
産
割
合
（

H2
6）

2.
6％

全
国

1.
3％

全
国
１
位


生
活
や
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

○
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
つ
な
が
り
、
適
切
な
支
援
機
関
等
へ
つ

な
げ
る
仕
組
み
を
構
築

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進
（
乳
幼
児
期
、
保
護
者
の
施
策
と
し
て
も
再
掲
）

・
子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
の
配
置
促
進

○
関
係
す
る
支
援
者
の
確
保
と
資
質
の
向
上

・
養
育
支
援
を
行
う
訪
問
支
援
者
等
に
対
す
る
研
修
の
充
実

な
ど

つ
な
が

る
仕

組
み

の
構

築

乳 幼 児 期 小 中 学 生 期 高 校 生 期

保 護 者 基 金

○
子
ど
も
の
発
達
と
学
び
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た

教
育
・
保
育
の
提
供

な
ど

・
幼
児
教
育
の
負
担
軽
減
及
び
質
の
向
上

・
待
機
児
童
の
解
消
と
保
育
士
の
確
保

な
ど

○
学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
総
合
的
な

対
策
の
推
進

・
就
学
援
助
の
充
実

○
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進

○
医
療
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

な
ど

○
中
途
退
学
の
防
止
、
学
習
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実

・
学
校
内
へ
の
居
場
所
の
設
置

○
就
学
等
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

・
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
制
度
に
よ
る
支
援

な
ど

○
円
滑
な
社
会
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
寄
り
添

い
型
の
支
援
に
取
り
組
む

・
子
ど
も
若
者
み
ら
い
相
談
プ
ラ
ザ

so
ra
eを

拠
点
と
し
た
総
合
的
な
施
策
の
推
進

な
ど

○
生
活
に
関
す
る
相
談
や
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

支
援

な
ど

・
母
子
生
活
支
援
施
設
の
設
置
促
進
や
民
間
ア

パ
ー
ト
を
活
用
し
た
居
宅
支
援

・
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

な
ど

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、
基
金
を
設
置

・
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
成
さ

れ
る
環
境
整
備
等
の
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
に
活
用

調
査
研

究
、

連
携
推

進
体

制
の
構

築
６

●
子

ど
も

の
貧

困
の

実
態

に
関

す
る

調
査

研
究

を
継

続
的

に
実

施
●

沖
縄

子
ど

も
の

未
来

県
民

会
議

の
設

置
、

外
部

有
識

者
等

で
施
策

を
評

価
し

計
画
の

効
果

的
な

推
進

を
図

る
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
子

ど
も
と
保

護
者

へ
の

支
援

策

支
援
を

必
要
と
す

る 若
者

１

13



⑴
４

沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
⾦
を
財
源
と
す
る
事
業
【
平
成
28
年
度
事
業
内
容
(県
事
業
)】

【
事
業
内
容
】
外
部
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
⼦
ど
も
の
貧
困
対

策
の
推
進
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
分
析
・
評
価
を
⾏
い
、
よ
り
効

果
的
な
施
策
の
実
施
に
つ
な
げ
る
。
（
所
管
︓
⻘
少
年
・
⼦
ど
も

家
庭
課
）

【
事
業
費
】
50
万
6千

円

１
-②

⼦
ど
も
の
貧
困
施
策
分
析
・
評
価
事
業

【
事
業
内
容
】
⼦
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
、
広
く
県
⺠
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
⾃
発
的
な
⾏
動
を
促
す
こ
と
を
⽬
的
に
、

「
沖
縄
⼦
ど
も
の
未
来
県
⺠
会
議
」
と
連
携
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
（
所
管
︓
⻘
少
年
・
⼦
ど
も
家
庭
課
）

【
事
業
費
】
50
0万

円

１
-③

⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
普
及
・
啓
発
事
業

【
事
業
内
容
】
⺟
⼦
保
健
、
⼦
育
て
、
児
童
、
ひ
と
り
親
に
係
る

各
種
施
策
を
と
り
ま
と
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
横
断
的

な
⽀
援
メ
ニ
ュ
ー
の
周
知
を
⾏
う
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ア
プ
リ
の

作
成
ほ
か
。
（
所
管
︓
⻘
少
年
・
⼦
ど
も
家
庭
課
）

【
事
業
費
】
1,
66
2万

5千
円

１
-⑤

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
⽀
援
メ
ニ
ュ
ー
周
知
事
業

【
事
業
内
容
】
就
学
援
助
制
度
の
認
知
度
の
向
上
及
び
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
Ｃ
Ｍ
の
ほ
か
、
市
町
村
共

通
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
⾏
う
。
（
所
管
︓
教
育
庁
教
育

⽀
援
課
）

【
事
業
費
】
1,
10
9万

8千
円

２
就
学
援
助
制
度
周
知
広
報
事
業

１
-④

妊
娠
期
か
ら
の
つ
な
が
る
し
く
み
調
査
検
討
事
業

【
事
業
内
容
】
妊
娠
期
か
ら
⼦
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
切
れ
⽬

の
な
い
⽀
援
体
制
を
実
施
し
、
⼦
育
て
家
庭
と
⽀
援
機
関
及
び

⽀
援
機
関
同
⼠
の
「
つ
な
が
る
し
く
み
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

家
庭
の
養
育
⼒
の
向
上
を
図
る
。

モ
デ
ル
⾃
治
体
で
の
「
⼦
育
て
世
代
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
の
た
め
の
調
査
検
討
を
⾏
う
。
（
所
管
︓
⻘
少
年
・

⼦
ど
も
家
庭
課
、
健
康
⻑
寿
課
、
⼦
育
て
⽀
援
課
）

【
事
業
費
】
1,
16
5万

7千
円

５

⑴
２

沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
⾦
を
財
源
と
す
る
事
業
【
市
町
村
へ
の
交
付
⾦
】

○
市
町
村
の
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
取
組
み
強
化
の
た
め
、
沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
⾦
を
財
源
と
し

て
、
県
が
市
町
村
に
財
政
⽀
援
を
⾏
う
た
め
の
交
付
⾦
を
創
設
す
る
。
【
期
間
︓
H2
8年

度
〜
H3
3年

度
】

○
交
付
⾦
に
は
、
基
⾦
総
額
30
億
円
の
う
ち
27
億
円
を
充
て
る
こ
と
と
す
る
。
（
３
億
円
は
県
事
業
に
活
⽤
。
）

＜
ス
キ
ー
ム
＞

「
沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」
の
重
点
事
業
及
び
市
町

村
の
要
望
を
踏
ま
え
、
次
の
５
事
業
を
交
付
対
象
事
業
と
す
る
。

①
就
学
援
助
の
充
実
を
図
る
事
業

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
⽤
料
負
担
軽
減
を
図
る
事
業

③
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
市
町
村
単
独
事
業

④
国
庫
補
助
事
業
を
活
⽤
し
、
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す

る
事
業

⑤
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
事
業
実
施
に
必
要
な
臨

時
・
⾮
常
勤
職
員
等
の
配
置

交
付
対
象
事
業

市
町
村

県
内
市
町
村
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
交
付
⾦
を
配
分
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
各
市
町
村
ご
と
の
交
付
上
限
額
（
6年

間
分
の
総
額
）

を
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
。

交
付
上
限
額
（
27
億
円
）

＝
基
本
枠
（
24
億
円
）
+
特
別
加
算
（
３
億
円
）

※
基
本
枠
の
算
定
は
、
ソ
フ
ト
交
付
⾦
の
算
定
⽅
法
を
ベ
ー
ス
と
し
た
。

※
特
別
加
算
は
、
就
学
援
助
率
の
実
績
に
応
じ
H3
1年

度
に
追
加
配
分
を
⾏

う
も
の
。

交
付
上
限
額
の
設
定

県

①
交
付
上
限
額
を
通
知

②
事
前
協
議
（
事
業
計
画
）

④
交
付
⾦
を
交
付
（
交
付
率
3/
4）

③
事
業
実
施

事
前
協
議
で
認
め
た
範
囲
内
で

交
付
申
請
の
う
え
事
業
を
実
施
し
、

実
績
を
県
に
報
告

３

⑵
１

沖
縄
⼦
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
（
⽀
援
員
の
配
置
、
⼦
供
の
居
場
所
の
運
営
⽀
援
）

事
業
概
要

全
国
に
⽐
べ
て
特
に
深
刻
な
沖
縄
の
⼦
供
の
貧
困
に
関
す
る
状
況
に
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、
沖
縄
の
実
情
を
踏
ま
え
た
事
業
を
モ
デ
ル
的
・
集
中
的
に
実
施
す
る
。

・
平
成
28
〜
30
年
度
の
３
年
間
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
想
定

・
⼦
供
の
貧
困
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
沖
縄
振
興
計
画
期
間
中
（
平
成
28
〜
33
年
度
）
を
「
集
中
対
策
期
間
」
と
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
む

②
⼦
供
の
居
場
所
の
運
営
⽀
援

①
⼦
供
の
貧
困
対
策
⽀
援
員
の
配
置

③
事
業
の
成
果
の
分
析
・
評
価
・
普
及

沖
縄
県
が
、
各
市
町
村
担
当
者
や
事
業
実
施
主
体
か
ら
、
⽀
援
員
の
配
置
及
び
居
場
所
の
運
営
⽀
援
の
事
業
報
告
を
受
け
、
成
果
を
取
り
ま
と
め
て

分
析
・
評
価
を
⾏
う
と
と
も
に
、
報
告
会
を
開
催
し
、
県
内
市
町
村
へ
の
好
事
例
の
普
及
を
図
る
。

【
実
施
主
体
】
県

＜
課
題
＞

沖
縄
の
⼦
供
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

⾏
政
の
⽀
援
が
⾏
き
届
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
⼦
供
の
貧
困
の
背
景
に
は
、
様
々

な
課
題
が
あ
る
た
め
、
関
係
者
間
で
情
報
共
有
や
役
割
分
担
を
⾏
い
、
円
滑
な
連

携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

＜
事
業
概
要
＞

⼦
供
の
貧
困
対
策
⽀
援
員
が
、
⼦
供
の
貧
困
に
関
す
る
各
地
域
の
現
状
を
把
握

し
、
学
校
や
学
習
⽀
援
施
設
、
居
場
所
づ
く
り
を
⾏
う
NP
O
等
の
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
や
、
⼦
供
を
⽀
援
に
つ
な
げ
る
た
め
の
調
整
を
⾏
う
。
ま
た
、
居
場
所

の
担
い
⼿
を
確
保
す
る
な
ど
し
て
、
新
た
な
⼦
供
の
居
場
所
づ
く
り
の
準
備
等
を

⾏
う
。

【
実
施
主
体
】
市
町
村
（
⽀
援
員
の
研
修
は
県
）

＜
課
題
＞

沖
縄
で
は
、
⽇
中
及
び
夜
間
の
居
場
所
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
街
を
出
歩
き
、

登
校
に
⽀
障
が
⽣
じ
た
り
、
⾮
⾏
⾏
動
に
⾄
っ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る

⼦
供
が
多
い
。

＜
事
業
概
要
＞

⼦
供
の
居
場
所
を
提
供
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
⾷
事
の
提
供
や
共
同
で

の
調
理
、
⽣
活
指
導
、
学
習
⽀
援
を
⾏
う
と
と
も
に
、
年
に
数
回
程
度
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
等
の
⽀
援
を
⾏
う
。

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
放
課
後
か
ら
深
夜
ま
で
開
所
す
る
こ
と
も
想
定
。

・
ひ
と
り
親
世
帯
の
⼦
供
な
ど
に
限
定
せ
ず
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る
⼦
供
を
対

象
と
す
る
。

【
実
施
主
体
】
市
町
村

翌
年
度
の
事
業
に
反
映

平
成
28
年
度
予
算
（
新
規
）
︓
10
億
円
（
補
助
率
10
/1
0）

居
場
所
づ
く
り
を

準
備

⼦
供
を
居
場
所
に

仲
介

⽀
援
を
要
す
る

⼦
供
の
情
報
を
提
供

事
業
成
果
を

検
証
・
普
及

６

28
市

町
村

10
1人

配
置

26
市

町
村

11
9箇

所

⑴
３

沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
⾦
を
財
源
と
す
る
事
業
【
平
成
28
年
度
事
業
内
容
(交
付
⾦
)】

【
交
付
対
象
経
費
】
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
⽤
料
負
担
軽
減
を

図
る
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

【
効
果
等
】

H2
8年

度
か
ら
、
新
た
に
９
市
町
村
が
利
⽤
料
負
担
軽
減
を
開
始

（
既
実
施
５
市
町
村
と
あ
わ
せ
、
14
市
町
村
が
実
施
）

２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
⽤
料
負
担
軽
減
を
図
る
事
業

【
交
付
対
象
経
費
】
市
町
村
単
独
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

【
効
果
等
】

⼦
供
の
居
場
所
の
備
品
購
⼊
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
利
⽤
者
負
担
軽
減
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
⽀
援
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
16
市
町
村
が
新
規
⼜
は
拡
充
し
て
事
業
実
施

３
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
市
町
村
単
独
事
業

【
交
付
対
象
経
費
】
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
国
庫
補
助
事

業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
市
町
村
が
負
担
す
る
費
⽤

【
効
果
等
】

⽣
活
困
窮
世
帯
の
学
習
⽀
援
（
⽣
活
困
窮
者
就
労
準
備
⽀
援
事

業
）
等
を
４
市
町
村
が
新
規
⼜
は
拡
充
し
て
実
施

３
国
庫
補
助
事
業
を
活
⽤
し
⼦
供
の
貧
困
対
策
に
資
す
る
事
業

【
交
付
対
象
経
費
】
⼦
ど
も
の
貧
困
対
策
の
実
施
に
必
要
な
臨

時
・
⾮
常
勤
職
員
等
の
配
置
に
要
す
る
経
費

【
効
果
等
】

7市
町
村
が
8⼈

を
配
置

４
臨
時
・
⾮
常
勤
職
員
の
配
置

１
就
学
援
助
の
充
実
を
図
る
事
業

【
交
付
対
象
経
費
】
就
学
援
助
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
基
準
年
度
よ
り
増
加
す
る
経
費

【
効
果
等
】

⑴
就
学
援
助
の
対
象
者
の
拡
⼤
（
準
要
保
護
の
認
定
基
準
の
⾒
直
し
、
制
度
周
知
強
化
等
）
23
市
町
村

⇒
県
全
体
で
、
1,
60
0⼈

程
度
就
学
援
助
⽀
給
対
象
者
が
増
加
す
る
⾒
込
み

（
H2
7速

報
値
︓
29
,5
34
⼈
、
20
.3
9%

⇒
H2
8⾒

込
み
︓
31
,1
57
⼈
、
21
.6
%
）

⑵
対
象
費
⽬
の
拡
⼤
（
「
校
納
⾦
」
を
費
⽬
に
追
加
）

１
市
町
村

⑶
⽀
給
単
価
の
引
き
上
げ
（
学
校
給
⾷
費
等
）
９
市
町
村

⇒
【
例
】
那
覇
市

新
⼊
学
学
⽤
品
費
（
⼩
学
⽣
）
20
,4
70
円
⇒
23
,0
00
円

（
中
学
⽣
）
23
,5
50
円
⇒
37
,0
00
円

久
⽶
島
町

給
⾷
費

（
⼩
学
⽣
）
21
,6
00
円
⇒
39
,6
00
円

（
中
学
⽣
）
24
,6
00
円
⇒
45
,1
00
円

４

14



９
７

10
８

15



＋

学
習
支
援
教
室

子
ど
も
向

け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

子
ど
も
食

堂

●
学
習
支
援

●
生
活
指
導

●
芸
術
活
動

●
共
同
給
食

●
そ
の
他

子
ど
も
の

居
場

所
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

【
業

務
内

容
】

●
学

生
を
対

象
と
し
た
学

習
支

援
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
啓

発
活

動
●

学
習

支
援

等
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
の

登
録

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
に
対

す
る
研

修
●

市
町

村
等

の
子

ど
も
居

場
所

拠
点

と
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ

●
市

町
村

等
の

子
ど
も
居

場
所

拠
点

と
の

連
絡

調
整

、
活
動

状
況

の
確

認
●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
所

属
大

学
と
の

連
絡

調
整

●
そ
の

他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
業

務

子
ど
も
の

居
場

所
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

［
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
］

大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
沖

縄

（
沖
縄
県
内

11
大
学
･短

大
･高

専
）

学 生 サ ポ ー ト ボ ラ ン テ ィ ア 派 遣

名
桜

大
学

琉
球
大
学

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

沖
縄
国
際
大
学

沖
縄

女
子

短
期

大
学

沖
縄

工
業

高
等

専
門

学
校

沖
縄

大
学

沖
縄

キ
リ
ス

ト
教

学
院

大
学

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

沖
縄
県
立
芸
術
大
学

沖
縄

県
立

看
護

大
学

参
加

予
定

団
体

（
案

）

沖
縄

県
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
協

議
会

、
沖

縄
県

社
会

福
祉

士
会
、

沖
縄

県
医

師
会

、
沖

縄
県

看
護

協
会

、
沖

縄
県
心

理
士

会
、
沖

縄
県

教
職

員
組

合
等

沖
縄

県
内

専
門

職
団

体
よ
り
メ
ン
タ
ー
の

派
遣

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
が
沖
縄
県
に
補
助
金
（
沖
縄
子
供
の
貧

困
緊
急
対
策
事
業
費
補
助
金
）
を
交
付
し
、
沖
縄
県
は
（
一
社
）
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
沖
縄

に
事

業
を
委

託
し
、
実

施
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ピ
ア
・
グ
ル

ー
プ

メ
ン
タ
ー

「
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
計
画
」

参
加

学
生

支
援

制
度

（
メ
ン
タ
ー
制

度
）

派
遣

依
頼

⑵
４

沖
縄
⼦
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

（
⼤
学
⽣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）

H2
8予

算
︓
19
,2
43
千
円

13

統
括

支
援

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
及
び
子
供
の
居
場
所
に
関
す
る

好
事

例
の

普
及

・
市

町
村

間
の

情
報

共
有

⑵
2

沖
縄

子
供

の
貧

困
緊

急
対

策
事

業
（
県

事
業

）
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
事

業

沖
縄

県

北
部
地
区

（
労

働
者

福
祉

基
金

協
会

）

中
部
地
区

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ち
ゅ
ら
ゆ
い
）

南
部

地
区

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
セ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
さ
き
）

業
務
委
託

情
報
収
集
・
ア
ド
バ
イ
ス

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

宮
古
・
八
重
山
地
区

（
教
育
振
興
会

)

※
そ
の
他
離
島
地
域
含
む

11

事 業 目 的 事 業 概 要

沖
縄
県
は
、
高
校
進
学
率
・
大
学
進
学
率
が
全
国
最
下
位
の
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
の
県
民
所
得
、
非
正
規
就
業
者
の
割
合
も
全
国
最

下
位
で
あ
り
、
母
子
家
庭
の
出
現
率
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
率
も
全
国
平
均
の
２
倍
の
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
県
に
お
け
る
経
済
的
困
窮
に
よ

り
養
育
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
家
庭
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

親
の
貧
困
が
子
ど
も
の
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
子
ど
も
の
学
習
の
遅
れ
が
そ
の
後
の
貧
困
に
繋
が
る
“
貧
困
の
連
鎖
“
を
防
止
す
る
た
め
、
準

要
保
護
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
学
習
支
援
を
行
う
。

⑶
子

育
て

総
合

支
援

モ
デ

ル
事

業
（

小
中

学
生

・
高

校
生

に
対

す
る

学
習

支
援

）

１
平
成
2
8
年
度

事
業
総
額

１
億
7
,6
1
1
万
７
千
円

２
事
業
実
施
期
間

平
成
2
4
年
度
～
2
8
年
度

３
事
業
実
施
場
所

８
町
村
（
恩
納
村
、
読
谷
村
、
嘉
手
納
町
、
北
谷
町
、
北
中
城
村
、
西
原
町
、
南
風
原
町
、
与
那
原
町
）

５
圏
域
（
北
部
、
中
部
、
南
部
、
宮
古
、
八
重
山
）

４
事
業
の
対
象
者

⑴
事
業
実
施
町
村
に
居
住
す
る
準
要
保
護
世
帯
の
小
中
学
生

⑵
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等
の
高
校
３
年
生

学
習

支
援

会
場

の
設

置
（

８
町

村
、

5
圏

域
）

⽀
援
の
実
績
等

１
支

援
人

数
（
H
2
4
～

H
2
7
）
：
5
2
3
名

①
小

・
中

学
生

支
援

人
数

：
4
5
9
名

②
高

校
３
年

生
支

援
人

数
：
6
4
名

２
合

格
率

（
H
2
4
～

H
2
7
）

①
中

学
３
年

生
9
8
.1
％

（
高

校
）

②
高

校
３
年

生
8
1
.3
％

（
大

学
等

）

３
H
2
8
年

９
月

現
在

支
援

人
数

：
4
0
2
名

①
小

・
中

学
生

支
援

人
数

：
3
3
7
名

②
高

校
３
年

生
支

援
人

数
：
6
5
名

沖
縄

県

委
託

学
習

支
援

・
養

育
支

援
の

実
施

（
対

象
）

生
活

保
護

・
準

要
保

護
世

帯
の

児
童

生
徒

等
及

び
そ

の
親

等

連
携

協
力

市
町

村

報
告

・
情

報
共

有
な

ど

募
集

案
内

個
人
の
学
力
に

応
じ
た
支
援

受
験
対
策
等

将 来 的 な 貧 困 の

連 鎖 の 防 止

高
校

大
学

進
学

意
欲

等
向

上

事 業 イ メ ー ジ

小
中

学
生

・
高

校
生

応
募

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 等

《
高

校
進

学
率

》
全

国
最

下
位

沖
縄

9
6

.4
%

 
全

国
9

8
.5

%

【
本

県
の

状
況

】
《

大
学

進
学

率
》

全
国

最
下

位
沖

縄
3

9
.8

%
 

全
国

5
4

.5
%

注
生

活
保

護
世

帯
の

小
中

学
生

は
、

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
法

に
基

づ
く

学
習

支
援

を
、

当
事

業
と

連
携

実
施

。14

高
校

内
に

居
場

所
を

設
置

就
学

支
援

学
習

支
援

学
業

不
振

交
友

関
係

経
済

的
貧

困

キ
ャ

リ
ア

支
援

訪
問

支
援

バ
イ

ト
過

多

学
校

職
員

と
連

携
し

て
、

対
象

者
を

支
援

。
中

途
退

学
率

を
改

善
！

高
等

学
校

卒
業

資
格

取
得

！
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
！

居
場

所
は

教
室

と
対

象
者

を
「

繋
ぐ

」
役

割

不
登

校
・

引
き

こ
も

り

対 象 者

⑵
３

沖
縄
⼦
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

（
県
⽴
学
校
の
居
場
所
づ
く
り
運
営
⽀
援
事
業
）

H2
8予

算
︓
11
,3
24
千
円

12

16



沖
縄

２
１
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る

「
美

ら
島

」
お
き
な
わ

を
実

現
す
る
２
０
３
０
年

ま
で
に

子
ど
も
の

貧
困

の
問

題
を
解

消
す
る

長 期 的 な ゴ ー ル 具 体 的 目 標 当 面 の 目 標

２ ０ ２ ２ 年 ま で

•
一

人
当

た
り
県

民
所

得
の

増
加

：
27

1万
円

程
度

•
就
職
相
談
か
ら
就
職
に
結
び
つ
い
た
ひ
と
り
親
家
庭
の
数
：
累
計

80
0世

帯
•

希
望
す
る
大
学
等
に
進
学
す
る
子
ど
も
の
増
加
：
高
等
学
校
進
学
率

98
.5
％

、
高

校
卒

業
後

の
進

路
未

決
定

率
4.
4％

（
い
ず
れ
も
全
国
平
均
並
）

•
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
居
場
所
の
設
置
：
全
市
町
村

•
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支
え
、
地
域
力
を
向
上
さ
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
：
全
市
町
村

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
率

10
％
を
目
指
し
、
子
ど
も
が
夢
や

希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
を
実
現
す
る

17
な
ど

⑸
２

⼦
ど
も
の
貧
困
解
消
に
向
け
た
県
⺠
会
議
の
⽬
標

⑷
平

成
2
9
年

度
子

ど
も
の

貧
困

対
策

に
係
る
当

初
予

算
の

概
要

【
H
2
9
年
度

1
7
3
.2
億

円
（
H
2
8
年

度
1
6
2
.0
億

円
）
⇒

1
1
.2
億
円

増
】

※
Ｈ
2
8
年

度
は

、
補

正
予

算
額
を
含
む
。

《
施
策
の
基
本

理
念
》

貧
困
状
態
に
あ
る
子
育
て
世
帯
の
保
護
者
に
必

要
な
支

援
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の

よ
う
な
家

庭
で
暮

ら
す
子

ど
も
が

、
社

会
に
出

て
安

定
し
た
仕

事
に
つ
き
、
社

会
に
貢

献
で

き
る
人
材
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
【
沖
縄
県
子
ど
も
の

貧
困

対
策

計
画

よ
り
】

指
標

【
Ｈ
3
3
年

度
ま
で
の

目
標

】

■
乳

児
全

戸
訪

問
事

業
に

お
け
る
訪

問
率

8
3
.0
％

⇒
9
2
.0
％

■
放

課
後

児
童

ク
ラ
ブ
平

均
月

額
利

用
料

1
0
,1
1
5
円

⇒
低

減

■
就

学
援

助
を
知

ら
な
か

っ
た
と
す
る
貧

困
世

帯
の

割
合

2
0
％

⇒
0
％

■
地

域
等

に
お
け
る
子

ど
も

の
学

習
支

援
（
無

料
塾

等
）

3
3
市

町
村

⇒
4
1
市

町
村

■
若

年
無

業
者

率

4
.6
％

⇒
2
.1
％

■
就

職
相

談
か

ら
就

職
に

結
び
つ
い
た
ひ
と
り
親

家
庭

の
数

3
9
9
世

帯
⇒

8
0
0
世

帯

な
ど
3
4
の

指
標

指
標

の
改

善
に
向

け
た
当

面
の

重
点

施
策

＜
生

活
の

支
援

＞
2
,7
7
8
,1
4
5
千

円
（
2
5
3
,9
6
9
千
円
増
）

○
放

課
後

児
童

ク
ラ
ブ
支

援
事

業
（
子

育
て
支

援
課

）

【
H
2
9
：
3
7
8
,7
9
3
千

円
（
H
2
8
：
2
3
1
,1
5
7
千

円
）
⇒

1
4
7
,6
3
6
千

円
増

】

○
ひ
と
り
親

家
庭

生
活

支
援

モ
デ
ル

事
業

（
青

少
年

・
子

ど
も
家

庭
課

）

【
H
2
9
：
1
8
5
,7
4
4
千

円
（
H
2
8
：
9
1
,3
5
4
千

円
）
⇒

9
4
,3
9
0
千

円
増
】

＜
教

育
の

支
援

＞
1
,1
1
8
,5
0
7
千

円
（
2
3
8
,3
7
7
千
円
増
）

○
子

育
て
総

合
支

援
モ
デ
ル

事
業

（
子

ど
も
未

来
政

策
課

）

【
H
2
9
：
3
7
4
,8
1
0
千

円
（
H
2
8
：
1
7
6
,1
1
7
千

円
）
⇒

1
9
8
,6
9
3
千

円
増

】

○
基

金
事

業
（
就

学
援

助
制

度
周

知
広

報
事

業
）
（
教

育
支

援
課

）

【
H
2
9
：
2
6
,4
0
1
千

円
（
H
2
8
：
1
1
,0
9
8
千

円
）
⇒

1
5
,3
0
3
千

円
増

】

＜
経

済
的

支
援

＞
1
1
,7
1
6
,5
4
6
千

円
（
5
0
3
,1
0
1
千
円
増
）

○
こ
ど
も
医

療
費

助
成

事
業

（
保

健
医

療
総

務
課

）

【
H
2
9
：
1
,3
7
2
,5
5
7
千

円
（
H
2
8
:1
,3
5
4
,9
8
5

千
円

）
⇒

1
7
,5
7
2
千

円
増

】

○
児

童
扶

養
手

当
費

（
青

少
年

・
子

ど
も
家

庭
課

）

【
H
2
9
：
2
,4
7
3
,5
2
7
千

円
（
H
2
8
:2
,3
7
0
,6
0
3
千

円
）
⇒

1
0
2
,9
2
4
千

円
増

】

＜
就

労
支

援
＞

5
8
4
,6
7
9
千

円
（2
0
2
,0
1
6
千
円
減
）

○
母

子
家

庭
等

自
立

促
進

事
業

（
青

少
年

・
子

ど
も
家

庭
課

）

【
H
2
9
：
9
9
,4
5
5
千

円
（
H
2
8
：
8
9
,8
2
3
千

円
）
⇒

9
,6
3
2
千

円
増

】

○
パ

ー
ソ
ナ
ル

・
サ

ポ
ー
ト
事

業
（
雇

用
政

策
課

）

【
H
2
9
：
1
1
7
,0
8
7
千

円
（
H
2
8
:1
1
1
,9
8
7
円

）
⇒

5
,1
0
0
千

円
増

】

＜
つ
な
が

る
仕

組
み

の
構

築
＞

5
0
5
,8
7
9
千

円
（
2
2
,0
9
9千

円
増

）

○
乳

児
家

庭
全

戸
訪

問
事

業
（
青

少
年

・
子

ど
も
家

庭
課

）
【
H
2
9
：
1
7,
7
5
0
千

円
（
H
2
8
：
1
6
,9
1
2
千

円
）
⇒

83
8
千

円
増

】

○
基

金
事

業
（
妊

娠
期

か
ら
の

つ
な
が

る
し
く
み

調
査

検
討

事
業

）
（
子
ど
も
未
来
政
策
課
）
）
【
H
2
9
：
1
1
,9
0
2
千
円
（
H
2
8
：
1
1
,6
5
7
千
円

）
⇒

2
4
5
千

円
増

】

○
基

金
事

業
（
市

町
村

児
童

相
談

体
制

強
化

事
業

）
（
青

少
年

・子
ど
も
家

庭
課

）
【
Ｈ
2
9
：
1
,8
4
9
千

円
⇒

新
規

】

＜
そ
の

他
（
施

策
の

推
進

体
制

整
備

等
）
＞

5
1
4
,9
2
0
千

円
（2
0
5
,7
8
9千

円
増

）

○
基

金
事

業
（
子

ど
も
の

貧
困

対
策

市
町

村
支

援
事

業
）
（
子

ど
も
未

来
政

策
課

）
【
H
2
9
：
4
16
,2
2
9
千

円
（
H
2
8
：
2
2
6
,3
3
7
千

円
）
⇒

18
9
,8
9
2
千

円
増

】

○
基

金
事

業
（
子

供
の

貧
困

実
態

調
査

事
業

）
（
子

ど
も
未

来
政

策
課

）
【
H
2
9
：
1
3
,3
9
8
千

円
（
H
2
8
：
8
,0
0
1
千

円
）⇒

5
,3
9
7
千

円
増
】

○
沖

縄
子

供
の

貧
困

緊
急

対
策

事
業

（
子

ど
も
未

来
政

策
課

）
【
H
2
9
：
6
9
,9
7
8
千

円
（
H
2
8
：
5
2
,6
6
2
千

円
）
⇒

1
7
,3
1
6
千

円
増

】

全
て
の
子
ど
も
達
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現

＜
子

ど
も
の

貧
困

対
策

計
画

に
掲

載
の

な
い
関

連
事

業
＞

9
7
,2
0
0
千
円

（
9
7
,2
0
0
千
円
増
）

15

沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
会
議

沖
縄
子
ど
も
の
未
来
県
民
会
議

20
15

年
20

16
年

20
22

年
20

30
年

沖
縄
県
子
ど
も
の

貧
困

対
策

推
進

基
金

18

普
及
啓
発
事
業
、
子
ど
も
未
来
支
援
事
業

平
成
2
7
年

平
成
2
8
年

平
成

3
4
年

平
成

4
2
年

沖
縄

県
子

ど
も
の

貧
困

対
策

計
画

子
ど
も
の
貧
困

実
態
調
査

沖
縄

県
子

ど
も
の

貧
困

対
策

計
画

（
第

２
次

～
）

評
価

・
見

直
し

沖
縄
子
供
の
貧

困
緊

急
対

策
事

業

県
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た

取
組
を
実
施

国
・
県
・

市
町
村
の

各
種
貧
困

解
消
施
策

情
報
共
有
・
連
携

「
美
ら
島
」
お
き
な
わ
の
創
造
を
掲
げ
る
沖
縄
２
１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
想
定
年
２
０
３
０
年
ま
で
に
子
ど
も
の
貧
困
の
問

題
を
解
消
す
る
。

子 ど も の 貧 困

問 題 解 消

沖
縄
２
１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基

本
計

画
（
平

成
33

 年
度

ま
で
）

沖
縄

２
１
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
想
定

年

⑸
３

沖
縄
⼦
ど
も
の
貧
困
解
消
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

会
長
：
沖
縄
県
知
事

副
会
長
：
沖
縄
県
市
長
会
会
長
、
沖
縄
県
町
村
会
会
長
、
沖
縄
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
長
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
沖
縄
県
連
合
会
会
長
、

（
一
社
）
沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
、
社
会
福
祉
法
人
沖
縄
県
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
、
（
公
社
）
沖
縄
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

（
事
務
局
：
沖
縄
県
子
ど
も
生
活
福
祉
部

子
ど
も
未
来
政
策
室

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
）

＜
県
民
会
議
の
取
り
組
み
＞

●
子
ど
も
の
貧
困
解
消
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

●
県
民
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動
に
関
す
る
こ
と

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
等
の
雇
用
促
進
、
正
規
雇
用
へ
の
転
換
に
関
す
る
こ
と

●
民
間
資
金
に
よ
る
基
金
創
設
に
関
す
る
こ
と

（
活
用
事
業
例
：
児
童
養
護
施
設
退
所
児
童
に
対
す
る
給
付
型
奨
学
金
等
）

※
県

民
会

議
は

、
国

、
県

、
市

町
村

、
経

済
団

体
、
労

働
団

体
、
福

祉
・
医

療
・
保

健
・

教
育

関
係

団
体

等
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

⑸
１

沖
縄
⼦
ど
も
の
未
来
県
⺠
会
議
に
つ
い
て

沖
縄
県
の
子
ど
も
の
貧
困
の
深
刻
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
民
の
総
力
を
結
集
し
、
沖
縄
の
未
来
を
創
造
す
る
子
ど
も
た
ち

が
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

目
的

沖
縄

子
ど
も
の

未
来

県
民

会
議

県
民

会
議

理
事

会

報
告

事
業
推
進
部
会

普
及
啓
発
・
評
価
部
会

事
業
計
画

予
算
・
決
算
の
承
認

沖
縄

子
ど
も
の

未
来

県
民

会
議

設
立

総
会

を
６
月

1
7
日

に
開

催

県
民

会
議

の
下

に
「
理

事
会

」
と

「
2
つ
の

部
会

」
を
設

置

区
分

団
体
数

経
済
団
体

25
労
働
団
体

4
教
育
団
体

16
福
祉
・
医
療
・

保
健

26

そ
の
他
支
援

17
報
道
機
関

8
国

・
県

・
市
町
村

9

構
成

団
体

数

1
0
5
団

体

16

つ
な

が
り

、
み

ん
な

で
育

む

17



・
県

内
各

界
の

関
係

機
関

等
と

国
、

県
、

市
町

村
の

行
政

が
一

体
と

な
っ

た
子

ど
も

の
貧

困
解

消
に

向
け

た
県

民
運

動
に

つ
い

て
、

沖
縄

県
全

体
の

気
運

を
高

め
る

と
と

も
に

、
沖

縄
の

子
ど

も
た

ち
を

音
楽

や
文

化
・

芸
能

等
を

通
し

て
応

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
子

ど
も

の
自

己
肯

定
感

を
高

め
、

子
ど

も
の

未
来

に
対

す
る

支
援

活
動

や
寄

付
な

ど
を

拡
大

し
て

い
く

こ
と

。

目
的 実
施

ス
キ

ー
ム

○
知
事
講
話
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

○
映
画
上
映
等

お
き
な
わ
ゆ
め
み

ら
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

子
ど
も
食

堂
や

無
料

塾
な
ど
、
子

ど
も
の

未
来

応
援

の
た
め
の

支
援

活
動

の
拡

大
、
寄

付
や

サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
な
ど
の

県
民

運
動

の
機

運
を
高

め
る

子
ど

も
た

ち

一
般

県
民

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

支
援

団
体

沖
縄

県
沖

縄
子

ど
も

の
未

来
県

民
会

議
協
力

○
音
楽
・
文
化
芸
能
ス
テ
ー

ジ ○
団
体
活
動
紹
介
（
展
示

ブ
ー
ス
等
）

場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ
カ
ム

時
期

平
成
2
9
年
１
月
１
４
日

平
成

28
年

度
予

算
額

：
５
百

万
円

21

⑸
５
-1

県
⺠
会
議
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
事
業

平
成

28
年

度
予

算
額

：
約

５
百

万
円

51

⑸
４
-1

⼦
ど
も
の
未
来
⽀
援
事
業
（
⼦
ど
も
に
寄
り
添
う
給
付
型
奨
学
⾦
事
業
）

○
事

業
コ
ン
セ
プ
ト

教
育

の
機

会
均

等
と
い
う
観

点
か

ら
本

事
業

を
実

施
し
、
児

童
養

護
施

設
等

出
身

者
の

大
学

等
進

学
率

26
.1
％
を
一
般
的
な
生
徒
の
大
学
等
進
学
率

45
％

ま
で
段

階
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
学
び
と
育
ち
を
支
え
る
環
境
を
創

る
。

○
事

業
コ
ン
セ
プ
ト

教
育

の
機

会
均

等
と
い
う
観

点
か

ら
本

事
業

を
実

施
し
、
児

童
養

護
施

設
等

出
身

者
の

大
学

等
進

学
率

26
.1
％
を
一
般
的
な
生
徒
の
大
学
等
進
学
率

45
％

ま
で
段

階
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
学
び
と
育
ち
を
支
え
る
環
境
を
創

る
。

○
事

業
の

目
的

•
学

ぶ
意

欲
と
能

力
の

あ
る
児

童
養

護
施

設
等

で
暮

ら
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が

質
の

高
い
教

育
を
受

け
、
能

力
・
可

能
性

を
伸

ば
し
て
そ
れ

ぞ
れ

の
夢

に
挑

戦
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

•
大

学
や

専
門

学
校

等
へ

の
進

学
の

機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
こ
と
。

○
事

業
の

目
的

•
学

ぶ
意

欲
と
能

力
の

あ
る
児

童
養

護
施

設
等

で
暮

ら
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が

質
の

高
い
教

育
を
受

け
、
能

力
・
可

能
性

を
伸

ば
し
て
そ
れ

ぞ
れ

の
夢

に
挑

戦
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

•
大

学
や

専
門

学
校

等
へ

の
進

学
の

機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
こ
と
。

○
事

業
概

要
・
意

義

•
大
学
や
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
を
希

望
す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
給
付
型
奨
学
金

の
支

給
を
実

施
す
る
。

•
子
ど
も
の
未
来
に
向
け
て
活
動
す
る
支
援
団
体
と
協
働
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
を
受
け
止
め
、
子
ど
も
の
実
情
に
即
し
た
支
援
を
行
う
事
が
可

能
と
な
り
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
県
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

○
事

業
概

要
・
意

義

•
大
学
や
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
を
希

望
す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
給
付
型
奨
学
金

の
支

給
を
実

施
す
る
。

•
子
ど
も
の
未
来
に
向
け
て
活
動
す
る
支
援
団
体
と
協
働
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
を
受
け
止
め
、
子
ど
も
の
実
情
に
即
し
た
支
援
を
行
う
事
が
可

能
と
な
り
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
県
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

19

⑸
５
-2

県
⺠
会
議
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
事
業

22

誰
も

が
い

つ
で

も
希

望
す

る
質

の
高

い
教

育
を

受
け

ら
れ

る
社

会
を

実
現

沖
縄

子
ど

も
の

未
来

基
金

子
ど
も
未
来
支
援
事
業

普
及
啓
発
事
業

企
業

個
人

会
員

県
民

の
寄

付
支

援
な

ど

Ｈ
Ｐ
に
よ
り

募
集
・
案
内

沖
縄

子
ど

も
の

未
来

県
民

会
議

※
県

民
会

議
は

、
子

ど
も

の
未

来
を

創
る

団
体

の
活

動
と

協
働

で
事

業
を

実
施

し
、

子
ど

も
の

貧
困

対
策

を
県

民
運

動
と

し
て

展
開

【
対

象
者

】
児

童
養

護
施

設
等

を
退

所
す

る
者

、
里

親
等

の
委

託
措

置
を

解
除

さ
れ

る
者

平
成

2
8
年

度
は

、
応

募
者

９
名

全
員

を
給

付
内

定
者

と
し

て
決

定
！

助
成

金

給
付

金

お
手

紙
で

近
況

報
告

実
績

報
告

子
ど
も
た
ち
か

ら
の
声
を
報
告

支
援

団
体

（
に

じ
の

は
し

フ
ァ

ン
ド

）

⑸
４
-2

⼦
ど
も
の
未
来
⽀
援
事
業
（
⼦
ど
も
に
寄
り
添
う
給
付
型
奨
学
⾦
事
業
）

入
学

金
・

授
業

料
の

全
額

を
支

援

面
談

等
を

通
し

て
子

ど
も

た
ち

を
見

守
り

、
後

押
し

し
な

が
ら

奨
学

金
を

支
給

20
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総
額

13
0万

円
相

当
の

Ａ
コ
ー
プ

商
品

を
寄

贈

（
お

米
、
お

肉
、
加

工
品

、
缶

詰
類
、
調
味
料
な
ど
25

0品
目
）

・
Ｊ

Ａ
共

済
の

地
域

貢
献

活
動

の
取

組
に

、
県

民
会

議
が

協
力

す
る

形
で

、
子

ど
も

達
へ

食
の

提
供

を
行

う
団

体
に

対
し

て
食

料
品

等
を

寄
贈

。
今

後
は

、
こ

の
取

組
を

機
会

に
、

他
の

民
間

企
業

に
も

波
及

さ
せ

て
い

く
ほ

か
、

食
品

ロ
ス

の
軽

減
の

観
点

か
ら

も
、

企
業

に
協

力
を

求
め

て
い

く
。

目
的 実
施

ス
キ

ー
ム

こ
の

取
組

を
他

の
民

間
企

業
に
も
波

及
さ
せ

、
子

ど
も
た
ち
へ

の
支

援
の

輪
を
広

げ
る
な
ど
県

民
運

動
の

機
運

を
高

め
る

協
力

23

⑸
６

⼦
ど
も
の
未
来
⽀
援
事
業
（
⼦
ど
も
⾷
堂
及
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
⽀
援
事
業
）

そ
の

他
居

場
所

子
ど
も

食
堂

フ
ー
ド

バ
ン
ク

困
っ
て
い

る
家

庭

・
支
援
団
体
の
情
報
提
供

・
支
援
団
体
へ
の
意
向
確
認

・
贈
呈
式
の
開
催

な
ど

2
5
団

体

沖
縄

子
ど

も
の

未
来

県
民

会
議

児
童

養
護

施
設

母
子

支
援

施
設

そ
の

他

24

寄
付
を
⾏
う

有
志
の
金
額
を
寄
付

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

会
費
を
月
毎

/年
毎
で
寄
付

■
企
業
・
団
体
サ
ポ
ー
タ
ー

１
口
月
額

10
,0
00

円
（
年
間

12
0,
00

0円
）

■
個
人
サ
ポ
ー
タ
ー

１
口
月
額

1,
00

0円
（
年
間

12
,0
00

円
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
参
加

沖
縄
子
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
の
公
式

SN
Sに

、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
最
新
情
報
の
発
信
や
取
組
な

ど
の
ご
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
皆
さ
ん
よ
り
ご
参
加

い
た
だ
き
た
く
な
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

県
⺠
会
議
で
は
、
⼦
ど
も
の
学
び
と
育
ち
を
社
会
全
体
で
⽀
え
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
⺠
の
総
⼒
を
結
集
し
、
沖
縄
の
未
来
を
創
造
す
る
⼦
ど
も
た
ち
が
安
⼼
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
寄
付
や
サ
ポ
ー
タ
ー
会
費
に
よ
り
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
以
下
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
こ
と
で
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

沖
縄
⼦
ど
も
の
未
来
県
⺠
会
議
事
務
局

⽇
置
、
⾦
城

（
沖
縄
県
⼦
ど
も
⽣
活
福
祉
部
⼦
ど
も
未
来
政
策
課
内
）

電
話

09
8-
86
6-
21
00

e-
m
ai
l
aa
03
16
07
@
pr
ef
.o
ki
na
w
a.
lg
.jp

住
所

〒
90
0-
85
70

沖
縄
県
那
覇
市
泉
崎
1-
2-
2

・
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
寄
付
／
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

お
申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

⑸
７

寄
付
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
案
内

19



20

報告２-②　全ての子どもたちに居場所を：南風原町の取り組み
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「 な く

■ 子 ど も

「 な く そ

域 で ど の

情 報 を 共

法 律 の 施

ま た 、 秋

「 子 ど も

ぜ ひ 、 ご

2

 

2

■ ９ 月  

 

・ 主 催 ：

・ 助 成 ：

        

 
 
 
 

 

「な

く そ う ！  

の 貧 困 対

う ！  子 ど

よ う な 「

有 し 、率 直

行 月 （ 1  
に は 「 子

の 貧 困 対

予 定 く だ

017 年  ６

   1

018 年  

「 子 ど も

「 な く そ う

公 益 財 団

       

20

メ ー リ

ホ ー ム

ホ

 

発     行

発  行  者

連  絡  先

代 表 電 話

メ ー ル ア

くそう！

子 ど も の

 
策 情 報 交

ど も の 貧 困

子 ど も の

直 に 意 見 交

月 ）、 制 定

ど も の 貧

策 」 に つ

さ い 。  
６ 月  子 ど

0 月  子 ど

１ 月  子 ど

の 貧 困 」

う ！ 子 ど も

法 人  キ リ

        

日 本 に お

10 年 に 設

あ な

「 な く そ う

ン グ リ ス ト

ゆ る や

ム ペ ー ジ の

ホ ー ム ペ ー

行    201
者    「 な

先    〒 1

東 京

平 湯

話    070

ア ド レ ス  

子 ど も た

お 金 が な

か な し い

社 会 を つ

！  子ども

の 貧 困 」

換 会   

困 」全 国 ネ

貧 困 対 策

交 換 し な が

定 月 （ 6  月
困 対 策 実

い て 、 ご

ど も の 貧 困

ど も の 貧 困

ど も の 貧 困

を 考 え る

も の 貧 困 」

リ ン 福 祉 財

       

け る 子 ど も

立 さ れ た 個

な た も ぜ ひ

！  子 ど も

ト で の 情 報 発

や か な つ な が

 「 登 録 フ

ー ジ  http

7 年 6 月  
く そ う ！

68-0064 

京 都 杉 並 区

湯 法 律 事 務

-6576-34

  mail@e

た ち ・ 若 者

な い こ と で

い 思 い ・ つ

つ く る  

もの貧困

全 国 ネ ッ

 

ネ ッ ト ワ ー

」 を 展 開

が ら 考 え る

月 ） に 「 子

践 交 流 会

一 緒 に 考

困 対 策 情 報

困 対 策 実 践

困 対 策 情 報

映 画 会  

全 国 ネ ッ

財 団      

        

も の 貧 困 解

個 人 参 加 の

、 メ ー リ

 

の 貧 困 」 全

発 信 ・ 共 有

が り で 運 営

ォ ー ム 」 よ

p://end-

 
 子 ど も の

区 永 福 ２ －

務 所  気 付

95   

end-chil

た ち が 、  

、  

ら い 体 験 を

困」全国ネ

ッ ト ワ ー

ー ク で は 、

し て い く

る 場・ネ ッ

子 ど も の 貧

」 を 開 催

え る 機 会

報 交 換 会  

践 交 流 会  

報 交 換 会  

ッ ト ワ ー ク

   

       

解 決 を 目 的

の ネ ッ ト ワ

ン グ リ ス

全 国 ネ ッ ト

有 、 相 互 交 流

営 さ れ て い ま

よ り お 申 し

-childpo

の 貧 困 」 全

－ ５ ３ － ６

 

ldpovert

を す る こ と の

ネットワ

ク 2017

政 府・自

の か 、 み

ト ワ ー キ

貧 困 対 策 情

い た し ま

に し た い

ク  

        

的 と し て 、

ワ ー ク で す

ト へ  

ワ ー ク は 、

流 な ど を 中

ま す 。  

込 み く だ さ

overty.j

全 国 ネ ッ ト

６   

y.jp 

の な い  

ワーク紹

7 年 度 の

治 体 、そ

な さ ま と

ン グ の 場

情 報 交 換 会

す 。  
と 思 い ま

  

 

す 。  

 

中 心 に 、  

さ い 。  

p 

ト ワ ー ク  

介 

予 定  

し て 各 地

ご 一 緒 に

と し て 、

会 」 を 、  

す の で 、

 

 




